
eポートフォリオと連携するゼミ
選考システム展開

田村晶子
法政大学比較経済研究所

2011年～2012年度経済学部教授会主任
1



はじめに：経済学部におけるゼミ教育

•法政大学経済学部は1学年900名の大規
模学部で、専任教員１人あたりの在籍学生
数は、2011年度は61.0人と多い

•経済学部は学部の重点目標として「カリ
キュラム・ポリシーに謳う少人数教育に向
けた改善」をあげている
• 「入門ゼミ（1年次・クラス授業）」の少人数化と
共通シラバス

• 「専門ゼミ（2－4年次、各学年12名前後）」の
募集方法の改善 2



はじめに：専門ゼミ募集の問題点

•法政大学経済学部では、2－4年次の学
生が同時に「演習」を履修する。

（多くのゼミでは2－3年生がゼミの主力
で、4年生は卒論指導のみを行っている。）

• 「少人数教育」を確保するためには、ゼミ
に定員が必要で、希望するゼミを必ずしも
履修出来ない。（毎年100名程度）

•ゼミを希望しながら履修出来ない学生(＆
保護者）の不満はとても大きい
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はじめに：WEBシステム導入の狙い

•法政大学経済学部では、「2-4年次の専

門ゼミの募集方法の改善」への施策とし
て、2012年度にWebによるゼミ応募シス
テムを導入した

• 2012年度のシステム導入は「紙から
WEBへ」の移行により、ゼミ応募の偏りへ
の対処などを行った

• 2013年度の開発では、eポートフォリオと
連携し、学生の自己PRを充実させる 4
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経済学部におけるゼミ募集（定員）

• 2－4年生が同時に履修し、2010年以前
はゼミ教室の定員が24名だったため、新
2年生の募集定員は8名が基本

• 2010年にゼミ教室の机変更により定員
が30名となり、新2年生の募集定員を10
名に増加

• 2011年度、「短期的な措置」として、新2
年生の募集定員を12名に増加、あわせ
て、ほぼすべての教員がゼミを開講した 6



経済学部におけるゼミ募集

• 2010年11月の募集：
• 1年生在籍1040名、うち880名がゼミに応募、ゼミ
履修した新2年生は658名（約75％）

• 2011年11月の募集：
• 1年生在籍957名、うち788名がゼミに応募、ゼミ
履修した新2年生は686名（約87％）

• 2011年度は専任教員のほぼ全員(71)がゼミ
を開講し、各ゼミ12名の新2年生を募集した。

• しかし、希望者のうち100名程度はゼミ履修
が出来ていない 7



2011年度2年生アンケート
Q: ゼミに所属していますか？
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16%
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16%

15%

3%

経済学科

a. 所属している（1次募集で

決定）

b. 所属している（2次募集で

決定）

c. 所属している（3次募集で

決定）

d. 希望していたが入れな

かった

e.  希望していなかった

無回答・無効
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2011年度2年生アンケート
Q: 「d.希望していたが入れなかった」と
答えた人
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40%

8%

0%
3% 3%

経済学科
a. 1次募集のみに応

募した

b. 1次募集、2次募集

のみに応募した

c. 1次、2次、3次募集

に応募した

d. 3次募集のみに応

募した

e.  その他

無回答・無効



2011年度2年生アンケート
ゼミへの満足度
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1次募集で決定した学生 a. 非常に満足

b. おおむね満

足

c. どちらともい

えない

d. どちらかとい

えば不満

e. 大いに不満
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2011年度2年生アンケート
ゼミへの満足度
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3次募集で決定した学生
a. 非常に満足

b. おおむね満

足

c. どちらともいえ

ない

d. どちらかとい

えば不満

e. 大いに不満



2012年度2年生アンケート

•今後のゼミ活動で、「卒論を書くと決めている
学生」は、1次募集で７３％、2次募集で５
９％、3次募集で４１％と、明らかな違いが見
られた。

• 「希望していたが入れなかった」学生のうち、
3年次からゼミ募集を希望して応募した学生
は２９％で、４７％の学生は希望していない

•ゼミに対する不満についての自由記述で、
「ゼミの選考方法」についての不満が見られ
た 12



経済学部・ゼミ募集プロセス(日程）

• 10月中旬：ゼミ紹介冊子の配布

• 10月末～11月上旬：1次募集受付

• 10月末：学生研究報告大会

• 11月中旬：ゼミ選考（試験・レポート・面接）

・合否発表

• 12月上旬：2次募集受付・選考・合否発表

• 4月上旬：３次募集受付・選考・合否発表

1次募集は1ゼミのみ応募可能で、2次、3次
募集は複数ゼミの応募が可能 13



紙ベースの選考過程

•教員が募集票(募集人員・選考方法）を事
務に提出し、事務が掲示板に貼る

•学生が応募カードを事務に提出

•事務が応募票をゼミごとに取りまとめて、
教員に配布する

•選考後に教員が合格者一覧を事務に提
出し、事務が掲示板に貼る
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紙ベースの
募集票
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紙ベースの応募カード
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紙ベースの選考過程の課題

•特定ゼミに応募が偏った場合の対応とし
て、以前は応募変更を希望する学生は変
更用応募カードを提出し事務が差し替え
を行っていたが、煩雑なため廃止された

•手書きの応募票が不明瞭で、メールアド
レスなどがわかりにくい。

•応募票を面接資料に使う場合、住所など
の個人情報との切り分けが面倒

• 2次募集での合格者が確定しない
17



2012年導入のWEBシステム

•紙ベースでの選考システムを廃止し、す
べてのゼミでWEBによる選考システムを
導入⇒ゼミを開講するすべての教員、応
募するすべての学生、担当事務が利用

⇒紙ベースでのプロセスを再現させる

• 1次募集の締切り後の応募変更を実現

• 2次合格者が1ゼミのみに「合格確定」で
き、教員が確認できる

•学生の情報をCSVでダウンロード可能 18
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教員モード（田村晶子ゼミ）

•募集票

•学生の応募情報・合否

•学部全体の募集・応募状況
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2012年募集のまとめ

•第一募集応募者：736名

• 第一次募集合格者：411名

• 第二次募集(＋追加）応募者：

（延べ人数）1,231名、(実数）320名

• 第二次募集(+追加）合格者：

（延べ人数）315名、（実数）244名

• 3次募集後ゼミ履修した新2年生は669
名（在籍者は836名）第1次募集希望者
からの差は67名 22



第1次募集の応募変更

• 1次募集での応募変更により、全ゼミで104
人の移動があった。

•変更期間に新規に応募した学生は18名

•応募ゼミを変更した学生は43名

•応募者12名以上ゼミ(27ゼミ）：2名減少

•応募者5名以下ゼミ（23ゼミ）：2名増加

•応募者６～11名ゼミ（13ゼミ）:19名増加

•効果は認められるが個々のゼミで違い

（2012年はゼミ応募の偏りが小さかった） 23



2012年度ゼミ募集のまとめ(続き）

•第二次募集 一人当たり合格数：

1ゼミに合格：183名、2ゼミに合格：98
名、3ゼミに合格：36名、4ゼミに合格4名

• 1次募集、2次募集での不合格者：112
名、1次合格に不合格のあと2次募集に応
募しなかった学生は53名

•WEBシステムの導入で、2次募集、3次募

集での学生の動きを察知できるようになっ
た
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2012年度ゼミ募集のまとめ

•紙ベースでは小さな欄だった、「自己PR」
を400字未満にしたところ、多くの学生が
字数制限いっぱいに熱心に記入した

⇒学生は自己PRの機会を求めている
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2013年度のシステムの拡張

• eポートフォリオと連携させて、学生の自
己PRの場をより広くする

• 1年次の勉強をゼミ選考に反映させる

•すべての学生が作成し、教員が参照する
ため、導入初年度は「ゼミエントリーシー
ト」のテンプレートを導入

•ゼミからの課題を添付する項目を設ける

•将来は入門ゼミでの活用、希望教員はゼ
ミでの活用を可能にする 26



ゼミエントリーシート
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2次募集における追加(補欠）合格

• 2次募集では、多くの学生が応募するもの
の、合格者が必ずしも履修しない状況があ
り、教員から追加(補欠)合格の希望が多く
あった

（例：1次募集で応募14名中6名合格させ、

2次募集で4０名応募のうち6名合格させたが
2名しか履修せず、最終履修者は8名のみ）

• 2013年度の拡張により、2次募集選考後に
合格を確定しない学生の合格を無効にし、
追加合格を出すことを可能にする 28



経済学部・ゼミ募集プロセス(日程）

• 10月18日～30日：1次募集受付

• 10月30日，11月1日：1次募集変更

• 11月11日～21日：ゼミ選考・合否発表

• 12月2日～13日：2次募集受付・選考・合否
発表

• 12月16日：2次合格者確定

• 12月18日、19日：2次追加合格発表

• 12月20日：2次追加合格者確定 29



おわりに（まとめ）

• 2012年の「紙からWEBへ」のゼミ選考シ
ステムの変更により、応募の偏りの是正
などに役立つとともに、学生情報の管理も
容易になった

• 2013年度はeポートフォリオとの連携に
より、学生が1年次の勉強の成果をゼミ選
考に利用できるようになり、学生の自主的
な勉強を促す。

•将来は、入門ゼミ、専門ゼミでの活用を促
す予定
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